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　今年度実施された「全国学力・学習状況調査」では，子どもたちの生活習慣などに関するアンケ

ート（意識調査）も併せて行われました。その結果，町内の子どもたちの生活習慣で，学力に大き

な違いが見られる項目がいくつかありましたので紹介します。

この他に学力差が見られたのは・・・・

・物事を最後までやりとげてうれしかったことがある。

・難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦している。

　あたり前ですが「家で学校の授業の復習をしている」などでした。

　学習時間の調査では，小学校・中学校ともに毎日１時間～１時間３０分学習して

いる子どもたちの平均正答率が一番高くなっていました。

　各学校では，家庭学習の「６０・９０（ロクマル・キュウマル）運動」をお願い

していますが，本当に効果のある運動ですね。時間を決めて，集中した家庭学習に

心がけましょう。

学校の準備は前日かその日の朝に
確認していますか？

生活習慣で学力に大きな違い？

下のグラフは，質問に答えた子どもたちの平均正答率を示したものです。

このことから，次のようなことが言えそうですね。

　○小学生は学校の準備を前日に必ずしておきましょう。

　○中学生は朝食をしっかりと食べましょう。
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ⑳
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次回は，高齢者のうつ予防について考えてみましょう。
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　小山さんは，ハウスキンカン５０a，マンゴー３０a，

ゴボウ１．５ha，水稲１haを経営されています。そのう

ち，マンゴーは農業大学校を卒業し就農２年目となる長

男の晃さんが栽培管理に努めています。

　主力のハウスキンカンは，植物活性資材を使ったステ

ビア栽培で，酸味を抑え，味が濃厚であると東京や名古

屋を中心に市場の人気も高く，全国各地の量販店関係者

からも高い評価を受けています。ステビア栽培は，小山

さんが他の産地とは異なるこだわり栽培に取り組みたい

と７年前にはじめられ，今では町内のキンカン部会員へ

奨励されています。

　近い将来，キンカンの栽培管理は，農業大学校で勉学

に励む次男の政人さんに任せていきたいそうです。

　小山さんは「今は大変な時期だと思うが，農業は頑張

るほど結果が得られる仕事なので，夢を持って楽しい農

業を目指して欲しい」と後継者の長男次男へ期待を胸に

想いを寄せられました。

　病的なもの忘れである認知症の原因は，さまざまなものがあります。もっとも多いのはアルツハ

イマー病によるもので，全体の６割を占めるといわれています。次に多いのは，脳梗塞や脳出血な

どによっておこる認知症です。

　残念ながら認知症を根治する方法はまだ見つかっていませんが，生活習慣を改善することによっ

て，認知症はある程度予防ができ，また発症時期を遅らせる可能性があることがわかっています。

１　社会活動や趣味活動に積極的に参加し，人とのコミュニケーション

　を心がけ，好奇心・挑戦する心を持ちましょう。

２　ウォーキングなどの有酸素運動をしましょう。

３　野菜や果物を多く食べましょう。

４　魚をできるだけ食べましょう。

５　記憶力や計算力を積極的に使いましょう。（文章を声に出して読む。文字を書く。

　そろばんや電卓を使わないで計算する。日記をつけるなど。）

もの忘れを防ぐ　５のヒント

　町では，脳を鍛え認知症を寄せつけない生活をする目的

で平成１９年度に「脳のすこやか塾」（６月から１１月に

かけて毎週水曜日，老人福祉センターいぬまき荘で開催）

と「求名井戸端会」 （平成１８年１２月から自主グループと

して，求名地区公民館で継続して開催中）を実施しました。

　「脳のすこやか塾」では２４人の方が，「求名井戸端会」

では１２人の方が，毎週サポーターと一緒に簡単な読み書

き計算や数字盤を使った学習を行いました。「教室に参加してもの忘れがなくなった」「毎日

の生活にハリが出てきた」「来年も是非参加したい」など多くの喜びの声が寄せられました。


